
法科大学院教授 前田 修志
｢憲法13条は、国民の基本的人権が尊重されるという

ことを規定されている。｣ レポートなどでこうした一
文を見かけることがあります。意味はなんとなくわかる
けれど、なんかモヤモヤするのです。その原因は主語と
述語が対応していない点にあります。「憲法13条は」と
いう主語に対して、「規定されている」という述語は
合っていません。この「規定されている」という述語を
「規定している」に変えたらしっくりくることがわかり
ます。こうした主語・述語の対応していない文や、いつ
までたっても句点が登場しない長い文は、読みにくく、
書き手が何を伝えたいのかが全く理解できないことも
多々あります。
大学生活ではレポートや卒業論文などの文章を書いて

提出する機会が格段に多くなります。レポートなどにお
いて内容を充実させるのはもちろん重要ですが、それを
いかに伝えるのかを左右するのは、文章の読みやすさで
す。
この本では文章表現の「作法」が解説されています。

最初の「書く」編では、文構造や文の長さなどについて
注意すべき点が示されています。レポートなどを書いて
も、なんかうまく表現できない。そんな悩みを抱えてい
る人は、同書の「書く」編だけでも目を通してみてくだ
さい。今までより、読みやすい文章を書けるようになる
と思います。
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